
PRアーティスト
　  ボランティア
　平成25年に山梨県で開催さ
れる国民文化祭を広く県民に周
知するPRアーティストボラン
ティアを募集しています。
　あなたのダンス、音楽、大道
芸などのパフォーマンスで、国
民文化祭・やまなし2013をPR
してみませんか?

募集

国民文化祭・やまなし2013

仲
間
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

見
る
人
に
喜
び
や
感
動
を
与
え
た
い

山
梨
学
院
大
学
・
山
梨
学
院
短
期
大
学

ダ
ン
ス
部  （
甲
府
市
）

巨
大
な
紙
に
向
か
い
、曲
に
合
わ
せ
て

全
員
で
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

甲
府
西
高
等
学
校 

書
道
部  （
甲
府
市
）

　
「
走
れ  

走
れ  

夢
に
向
か
い
手

を
伸
ば
せ  

あ
の
星
に
憧
れ
た
君

は  

必
ず
輝
く
♪
」

　

学
校
の
中
庭
い
っ
ぱ
い
に
広
げ

ら
れ
た
、
長
さ
10
メ
ー
ト
ル
、
幅

れ
る
な
ど
大
き
な
話
題
と
な
り
ま

し
た
。
以
来
、
校
内
に
と
ど
ま
ら

ず
、
市
川
三
郷
町
の
「
紙
の
ま
ち

活
き
生
き
ま
つ
り
」
や
甲
府
警
察

署
の
交
通
安
全
宣
言
大
会
な
ど
で

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
個
人
で
の
練
習
が
中
心

の
書
道
部
。「
み
ん
な
で
一
緒
に

何
か
を
や
り
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
自
主
性
を
重
ん
じ
る
校
風
通

り
、
生
徒
が
や
り
た
い
こ
と
を
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

ま
す
」
と
話
す
の
は
、
顧
問
の
清

水
千
春
先
生
。
練
習
で
大
量
の
紙

を
必
要
と
す
る
な
ど
、
何
か
と
費

用
が
か
か
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
。
限
ら
れ
た
活
動
費
で
や
り
く

り
す
る
た
め
に
、
生
徒

と
一
緒
に
知
恵
を
絞
り

ま
す
。
今
年
の
学
園
祭

の
後
、
部
長
に
な
っ
た

古
屋
汐
理
さ
ん
は
、「
書

道
で
大
切
な
の
は
字
と

余
白
の
バ
ラ
ン
ス
。
そ

の
基
本
は
、
巨
大
な
紙

に
書
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
も
変
わ
ら
な
い
」

と
考
え
て
い
ま
す
。「
来

年
の
学
園
祭
で
は
、
全

員
の
書
く
字
と
余
白
の

バ
ラ
ン
ス
が
よ
り
美
し

く
揃
う
よ
う
に
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
向
け
練
習
時
間
を
増
や
し
て

い
き
た
い
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま

す
。

３
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
紙
。
大
勢

の
観
客
が
手
拍
子
を
し
な
が
ら
見

守
る
中
、
今
年
の
学
園
祭
「
鳳
凰

祭
」の
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
ー
マ
曲「
西

義
の
味
方
〜
７
色
の
流
星
群
〜
」

に
合
わ
せ
、
全

身
を
使
っ
て
歌

詞
を
書
い
て
い

く
書
道
部
員
た

ち
。
完
成
と
同

時
に
わ
き
起
こ

る
大
き
な
拍
手

―
―

。
甲
府
西

高
校
書
道
部
が

今
年
の
学
園
祭

で
行
っ
た
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で

す
。

　

同
校
の
書
道

部
は
、
昨
年
の

学
園
祭
で
初
め

て
書
道
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
行

い
、
マ
ス
コ
ミ

に
取
り
上
げ
ら

【問い合わせ先】
国民文化祭準備室

山梨 国民文化祭 検 索

せ
い

ぎ

TEL 055-223-1846
FAX 055-223-1842

　
「
ダ
ン
ス
は
身
体
を
使
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
考

え
の
も
と
、活
動
は
、コ
ン
テ
ス
ト

で
競
う
こ
と
よ
り
も
観
客
の
前
で

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
こ

と
を
重
視
。
創
作
舞
踊
の
表
現
技

法
を
取
り
入
れ
、「
見
る
人
を
楽

し
ま
せ
る
ダ
ン
ス
」
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
学
園
祭
や
大
学
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
福
祉
施
設
や
地
域

の
お
祭
り
、
保
育
施
設
や
小
学
校

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
見
て
い
る
人
や
一
緒
に
踊
る
仲

間
と
楽
し
さ
を
分
か
ち
合
え
る
こ

と
が
魅
力
で
す
」
と
話
す
の
は
、

大
学
の
部
長
、
芦
沢
和
義
さ
ん
。

短
大
の
部
長
、
初
鹿
由
希
さ
ん
は

「
私
た
ち
の
ダ
ン
ス
を
見
て
感
動

し
た
り
、
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え

た
ら
う
れ
し
い
」
と
言
い
ま
す
。

顧
問
の
川
上
琴
美
先
生
は
「
ダ
ン

ス
は
自
己
実
現
の
手
段
。
そ
れ
だ

け
に
、
社
会
人
と
し
て
の
心
得
も

厳
し
く
指
導
し
ま
す
。
大
好
き
な

ダ
ン
ス
を
通
し
て
、
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
、
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
の
持
つ
力
に
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
身
を
包

み
、
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
の
音
楽
に
合

わ
せ
、
全
身
を
激
し
く
動
か
し
な

が
ら
踊
る
学
生
た
ち
。
山
梨
学
院

大
学
と
同
短
期
大
学
で
は
、
約
50

人
の
部
員
が
合
同
で
ダ
ン
ス
部
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
踊
っ
て

い
る
の
は
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
。

今
、
若
者
の
間
で
人
気
と
な
っ
て

い
ま
す
。

部員数は、書道パフォーマンスが大きな話題となった効果で、今年
度1年生が18人加入し、34人になりました。

もともとは創作舞踊の研究会でしたが、「ストリートダンス
をしたい」という学生の希望を受け、平成元年にダンス部に
生まれ変わりました。

大
学
と
短
大
で
そ
れ
ぞ
れ
部
長
を
務
め
る

芦
沢
和
義
さ
ん（
写
真・上
）と
初
鹿
由
希
さ

ん（
写
真・下
）。

見
る
人
を
楽
し
ま
せ
る

ダ
ン
ス
を
追
求

大
切
な
の
は

字
と
余
白
の
バ
ラ
ン
ス

国民文化祭・やまなし2013

438 日
開会まであと

（平成22年10月1日現在）

文化の風とあそぶ みつめる こえる つなげる

文化系サークル
元気にがんばる

テーマ

平成25年に開催される「国民文化祭・やまなし2013」。
全国から参加者を迎える本県では、多彩な文化系サークル
が活動しています。今回は、若い世代を中心に人気が高ま
っている書道とストリートダンスの部活動を紹介します。

「集中力を養えるのが
書道の魅力」と話す部
長の古屋汐理（しお
り）さん。

カルチャくん

平成25年1月12日（土）～11月10日（日）

16ふれあい17


